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(57)【要約】
　高温エアロゾル火災鎮火装置用の双方向ジェット火炎
点火器は、点火器ブラケット（５）と点火器カップ（６
）とを含み、前記点火器カップ（６）は前記点火器ブラ
ケット（５）に対して相対的に固定されている。カップ
（６）の中に点火化学薬剤（３）と点火ヘッド（４）と
を有し、前記点火ヘッド（４）は、前記点火化学薬剤（
３）の中心に固定されて、点火ヘッドリード線（１）と
接続されている。従来技術のものと比較して、本発明に
おける火炎点火器は、十分な機密性と耐湿性能を有し、
内向きに加圧されたときにその中の点火化学薬剤を振動
から効果的に保護することができ、優れた同期を維持し
て双方向点火を達成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　点火器ブラケット（５）と点火器カップ（６）とを含み、該点火器カップ（６）は前記
点火器ブラケット（５）に対して固定されて、点火化学薬剤（３）と点火ヘッド（４）と
をその中に有し、前記点火ヘッド（４）は、前記点火化学薬剤（３）の中心に固定されて
、点火ヘッドリード線（１）と接続されている、エアロゾル火災鎮火装置用の双方向ジェ
ット火炎点火器。
【請求項２】
　管状リベット（２）が点火器カップ（６）の一端に固定されており、点火ヘッドリード
線（１）が前記管状リベット（２）に対して固定されていることを特徴とする、請求項１
に記載のエアロゾル火災鎮火装置用の双方向ジェット火炎点火器。
【請求項３】
　連結ピース（９）が、点火器カップ（６）の外側に配設されており、点火ヘッドリード
線（１）が前記連結ピース（９）に対して固定されていることを特徴とする、請求項１に
記載のエアロゾル火災鎮火装置用の双方向ジェット火炎点火器。
【請求項４】
　点火器カップ（６）が、連結ピース（９）とねじ留めするための外部ねじを有し、該連
結ピース（９）が、前記点火器カップ（６）と一体にねじ留めされていることを特徴とす
る、請求項１に記載のエアロゾル火災鎮火装置用の双方向ジェット火炎点火器。
【請求項５】
　点火器カップ（６）の容積が、４ｃｍ３～１０ｃｍ３であることを特徴とする、請求項
１に記載のエアロゾル火災鎮火装置用の双方向ジェット火炎点火器。
【請求項６】
　点火ヘッド（４）が、分流接続された２つの点火ヘッドを含み、該２つの点火ヘッド（
４）の分流抵抗が１．２Ω～１．８Ωの範囲内であることを特徴とする、請求項１に記載
のエアロゾル火災鎮火装置用の双方向ジェット火炎点火器。
【請求項７】
　点火器キャップ（７）が、点火器カップ（６）の一端のポートに固定されており、火炎
噴出口（８）が、前記点火器カップ（６）および前記点火器キャップ（７）の上に配列さ
れていることを特徴とする、請求項１に記載のエアロゾル火災鎮火装置用の双方向ジェッ
ト火炎点火器。
【請求項８】
　１～１００個の火炎噴出口が、点火器カップ（６）および点火器キャップ（７）の上に
配列され、火炎噴出口の直径が、Φ０．１ｍｍ～Φ２０ｍｍであることを特徴とする、請
求項７に記載のエアロゾル火災鎮火装置用の双方向ジェット火炎点火器。
【請求項９】
　５～３０個の火炎噴出口が点火器カップ（６）上に配列されており、火炎噴出口の直径
はΦ１ｍｍ～Φ５ｍｍであることを特徴とする、請求項１に記載のエアロゾル火災鎮火装
置用の双方向ジェット火炎点火器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ガス火災鎮火の技術分野に属し、双方向ジェット火炎点火器、特にエアロゾ
ル火災鎮火装置用の双方向ジェット火炎点火器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　エアロゾル火災鎮火装置において、火炎点火器の設計および信頼性は、装置全体の機能
に対して決定的に重要なものであり、点火パック内の化学薬剤の種類および量、気密性、
耐水性、耐衝撃性、主爆薬のアセンブリ、爆薬成型工程、および点火性能を考慮しなくて
はならず、また点火パックにおける化学薬剤の振動を防止ししなくてはならない。特に、
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エアロゾルを両方向に噴出する装置に対しては、両方向における点火の同期を考慮しなく
てはならない。
【０００３】
　従来技術において、双方向圧電式火炎点火器が、特開昭５６―１６５８３２号公報に開
示されており、この火炎点火器は、火災鎮火装置における電気火炎点火器の失敗率を低減
するように設計されており、この圧電式火炎点火器の構造的な特徴としては、２つの制御
部分を備えるカムと、制御レバーとが圧電式火炎点火器内に配設されており、それによっ
て一回の点火動作において点火ハンマーが２回、駆動されて、２回、放出し点火する。し
かしながら、そのような火炎点火器は、点火の失敗率を部分的に低減するだけであり、安
全性と同期の問題を解消するものではなく、その構造はかさばって複雑である。現在、国
内市場で入手可能な、双方向水平ジェットエアロゾル火災鎮火装置においては、点火要素
には、点火化学薬剤をジッパー止めバッグ（zip-lock bag）に封入して、透明テープを巻
き付けた点火パックがまだ使用されている。
【０００４】
　そのような点火パックによる点火に関連する欠陥が多数あり、例えば、点火パック内の
化学薬剤の充填量は定量化されず、点火パックの気密性は十分ではなく、ジッパー止めバ
ッグは高温試験においてすぐに機能しなくなり、点火の始動の同期がとれず、点火効果が
低い、その他である。さらに、輸送工程において、点火パックは、中央位置から変位した
り、振動のためにばらばらになったりして、そのために装置をうまく始動させることがで
きない。その結果として、装置は、火災をタイムリーに鎮火するのに使用することができ
ない。文献調査によって得られた３７の特許文献において、火炎点火器は、主として、安
全ガスバッグ（例えば、中国特許ＣＮ８６２０３１２６、同ＣＮ２００５２００１１１５
２．８、同８６１０３３２、同２００６１００２２３９１．２）またはロケットエンジン
（例えば、中国特許ＣＮ０３２１８９６０．５、同２００３２０１０３８８２．１、同２
００６２０１４７０１９．Ｘ）、その他に使用されており、点火は、高温リチウム電気点
火（中国特許ＣＮ９６２３６３７３．１）、または衝撃波点火（中国特許ＣＮ００２６１
６９４．７）、その他を用いて実現されており、これらの文献のすべては、エアロゾル火
災鎮火装置用の火炎点火器の化学薬剤および構造設計を含んでいない。
【発明の概要】
【０００５】
　従来技術における現状を考慮して、本発明の目的は、不十分な気密性や高温試験におけ
る故障などの、エアロゾル火災鎮火装置用の既存の火炎点火器の技術的な欠点を克服する
ために、構造的に簡単であって、安全で信頼性があり、操作の容易な、エアロゾル火災鎮
火装置用の双方向ジェット火炎点火器を提供することである。
【０００６】
　本発明の技術的解決策は以下のように説明される：
　点火器ブラケットと点火器カップとを含み、点火器カップは点火器ブラケットに固定さ
れて、点火化学薬剤および点火ヘッドをその中に有しており、該点火ヘッドは、前記点火
化学薬剤の中心に固定されて、点火ヘッドリード線と接続されている、エアロゾル火災鎮
火装置用の双方向ジェット火炎点火器。
【０００７】
　さらに、管状リベットが、点火器カップの一端に固定されており、点火ヘッドリード線
は、前記管状リベットに対して固定されている。
　さらに、連結ピースが、点火器カップの外側に設置されており、点火ヘッドリード線は
、前記連結ピースに対して固定されている。
　さらに、点火器カップの壁には、連結ピースとねじ留めするための外部ねじが設けられ
ており、連結ピースは、点火器カップと一体にねじ留めされている。
【０００８】
　さらに、点火器カップの容積は４ｃｍ３～１０ｃｍ３である。
　さらに、点火ヘッドは、分流接続された２つの点火ヘッドを含み、該２つの点火ヘッド
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の分流抵抗は、１．２Ω～１．８Ωの範囲内である。
　さらに、点火器キャップは、点火器カップの一端のポートに固定されており、火炎噴出
口は、点火器カップおよび点火器キャップの上に配列されている。
【０００９】
　さらに、１～１００個の火炎噴出口が、点火器カップおよび点火器キャップの上に配列
され、火炎噴出口の直径は、Φ０．１ｍｍ～Φ２０ｍｍである。
　さらに、５～３０個の火炎噴出口が点火器カップ上に配列されており、火炎噴出口の直
径はΦ１ｍｍ～Φ５ｍｍである。
　従来技術のものと比較して、本発明における火炎点火器は、十分な機密性と耐湿性能を
有し、その中の点火化学薬剤を振動から効果的に保護することができ、加えて、この火炎
点火器は、同期双方向点火を達成する。
【００１０】
　前述した本発明の効果がより明確に理解されるように、本発明におけるエアロゾル火災
鎮火装置用の双方向ジェット火炎点火器を、図面を参照してさらに詳述する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本発明におけるエアロゾル火災鎮火装置用の双方向ジェット火炎点火器
の一例の概略構造図である。
【図２】図２は、本発明におけるエアロゾル火災鎮火装置用の双方向ジェット火炎点火器
の別の例の概略構造図である。
【００１２】
実施態様の詳細な説明
　本発明を、図面を参照してさらに説明する。
　図１は、本発明におけるエアロゾル火災鎮火装置用の双方向ジェット火炎点火器の一例
の概略構造図である。図１に示すように、エアロゾル火災鎮火装置用の双方向ジェット火
炎点火器は、点火器ブラケット５、および点火器ブラケット５に固定された点火器カップ
６を含み、点火器カップ６は、銅などの金属材料製である。ある量の点火化学薬剤３が、
点火器カップ６内に充填されており、点火ヘッド４が、点火化学薬剤３の中心に設置され
ており、点火ヘッド４は固有の抵抗を有し、この例においては、点火ヘッドは、分流抵抗
１．２Ωを有する、分流接続された２つの点火ヘッドを含む。
【００１３】
　管状リベット２が、点火器カップ６の上部中央に固定されており、平行な点火ヘッドリ
ード線１が、管状リベット２を通過して、点火ヘッド４に接続されており、点火ヘッドリ
ード線１は、管状リベット２に対して固定されている。この例おいては、点火ヘッド４か
ら管状リベット２までの距離は１６ｍｍであり、点火ヘッドリード線１は、管状リベット
２にＡＢ接着剤で固定されており、管状リベット２は、ＡＢ接着剤でカップ６に接着され
ている。
【００１４】
　さらに、直径Φ１ｍｍの３０個の火炎噴出口が、点火器カップ６の側壁および点火器キ
ャップ７上に配列されており、点火器カップ６は、型締め（mold closing）を用いて点火
器キャップ７に結合されている。
　防火区域において火災が発生した場合には、エアロゾル火災鎮火装置の制御要素は、火
災信号を検出して、警報器（annunciator）が自動的に警報を出して、迅速に電源をオン
にし、これによって点火ヘッド４は点火化学薬品３に点火して、火炎が、ガス圧力下で高
速で点火器カップ６内の制限されたスペースから、点火器カップ６上の火炎噴出口から外
に噴出し、３０ｃｍを超えるジェット長の幅の狭い長い火炎を生成し、双方向水平ジェッ
トエアロゾル火災鎮火装置内のエアロゾル発生化学薬剤に点火し、それによって火災鎮火
装置を始動させる。
【００１５】
　図２は、本発明におけるエアロゾル火災鎮火装置用の双方向ジェット火炎点火器の別の
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例の概略構造図である。図２に示すように、エアロゾル火災鎮火装置用の双方向ジェット
火炎点火器は、点火器ブラケット５および点火器カップ６を含み、該点火器カップ６は、
連結ピース９とねじ留めするための外部ねじをその壁上に有し、連結ピース９は、点火器
カップ６と一体にねじ留めされて、点火ヘッドリード線１は、連結ピース９に対して固定
されている。
　点火器カップ６は、ステンレス鋼などの金属材料製とすることができる。特定の量の点
火化学薬剤３が点火器カップ６内に充填され、点火ヘッド４が点火化学薬剤３の中心に設
置され、点火ヘッド４は固有の抵抗を有し、この例おいては、点火ヘッドは、１．８Ωの
分流抵抗を有する、分流接続された２つの点火ヘッドを含む。
【００１６】
　さらに、直径Φ１ｍｍの３０個の火炎噴出口が、点火器カップ６の上に配列されており
、点火器カップ６のポートは、防湿のために密封用錫箔プレートで密封されている。
　防火区域において火災が発生した場合には、エアロゾル火災鎮火装置の制御要素は、火
災信号を検出して、警報器が自動的に警報を出して、迅速に電源をオンにし、これによっ
て点火ヘッド４は点火化学薬品３に点火して、火炎が、火炎点火器の両端上の錫箔プレー
トを突き破り、ガス圧力下で点火器カップ６内の制限されたスペースから噴出し、双方向
水平ジェットエアロゾル火災鎮火装置の両端のエアロゾル発生化学薬剤に同期して点火し
、それによって火災鎮火装置を始動させる。
【００１７】
　さらに、本発明におけるエアロゾル火災鎮火装置用の双方向ジェット火炎点火器の容積
は４ｃｍ３～１０ｃｍ３である。
　本発明に対する上記の教示に基づいて、当業者は、本発明の趣旨から逸脱することなく
、実施態様に修正または変更を加えることが容易にできるが、これらのすべての修正また
は変更は、本発明の保護範囲に含まれるものと考えるものである。上記の説明は、本発明
の目的を詳述し説明するためにだけ提示されるものであり、本発明の対するいかなる限定
となるものではないことを当業者は認識すべきである。本発明の保護範囲は、特許請求の
範囲とその均等物によってのみ拘束されるものとする。
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【国際調査報告】
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